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WEBアンケート調査の概要

 WEBアンケート調査の概要は以下のとおりである。

 調査方法：WEBアンケート

 配信期間：2012年07月24日（火）～2012年08月06日（月）

 本調査では、大津波警報が発表された地域（岩手県、宮城県、福島県を除く10都道県）の居住者50,474人から回答を得た。
そのうち、東日本大震災当日に大津波警報が発表された地域にいて、かつ浸水危険性をもともと認識していた11,962人の
回答を主たる分析対象とした。

 分析・集計対象の11,962人の属性は下図のとおりである。
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WEBアンケート調査の概要

 本調査のとりまとめにあたっては、各設問から得られた結果を「I. 地震発生直後の意識・行動」、「II. 避難のきっかけ」、
「III. 避難行動」、「IV-ⅰ. 東日本大震災前の意識、 IV-ⅱ. 東日本大震災後の意識」の4つに区分し、結果をとりまとめた。
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①避難意識

②情報伝達

③避難場所

④事前準備

⑤防災教育

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

Ⅰ.
地震発生直後の意識・行動
津波到達
危険行動

Ⅳ-ⅰ.東日本大震災前の意識
Ⅳ-ⅱ.東日本大震災後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

地震発生～避難行動、東日本大震災前後の意識

○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○

p.4

p.5

p.6

p.7

p.8



WEBアンケート調査のまとめ（1/5）

【①避難意識】
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①
避難意識

WEBアンケートの結果

Ⅰ.地震発生直後の意識・行動
（津波到達）
• 地震発生直後に「津波が必ず来る」「津波が来るかもしれない」と思った人は、浸水想定区域・実浸水区域で5割弱、それ以
外の区域で2割強であった。

• 地震直後に「津波が必ず来る」と思った人は、その他の人に比べて「過去にこの場所まで大きな津波が来たことがあるという
話」、「津波避難訓練でやったこと」を頭に浮かべていた比率がそれぞれ高い。

（危険行動）
• 地震直後の行動として、地震に関する情報を得ようとした人は約6割、津波に関する情報を得ようとした人は約2～3割で
あった。一方、海や川の様子を見に行った人、船の様子を見に行った人、船を沖出し・陸揚げしようとした人、海沿い・川沿い
に置いてあった車を安全な場所に移そうとした人もいた。

Ⅱ.避難のきっかけ
（自発的避難）
• 地震当日中に避難したのは、浸水想定区域・実浸水区域で約2割、それ以外の区域で1割弱であった。
• 避難のきっかけとして、「揺れ具合から津波が来ると思った」ことよりも「津波警報を見聞きした」「大津波警報を見聞きした」こ
とを挙げた人の方が多かった。

（大津波警報）
• 大津波警報を見聞きして「大きな津波が来るかもしれない」と感じた人は、約4割であった。

• 一方、大津波警報を見聞きして「本当に大きな津波が来るか半信半疑だ」、「必ずしも大きな津波が来るとは限らない」、「予
想される津波の高さであれば、堤防は越えないだろう」と感じた人もいた。

Ⅳ-ⅱ.東日本大震災後の意識
（避難意識）
• 東日本大震災を受けて約4割以上の人はハザードマップの想定を超えて津波が来ることがある、避難の方法などを普段からよ

く考えておく必要がある、家族が一緒に避難できないことも想定しておくべき、大災害の時は自分の身は自分で守るしかない
と感じている。一方、市区町村などの避難の指示や勧告には従った方がよいと感じた人は約2割であった。



WEBアンケート調査のまとめ（2/5）

【②情報伝達】
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②
情報伝達

Ⅱ.避難のきっかけ
（大津波警報）
• 避難した人のうち、津波警報・大津波警報の見聞きがきっかけで避難した人は約3～4割であった。

• 今後、揺れの大きさや揺れ方で判断してすぐに避難すると考えている人は約5割であった。また、市区町村の避難勧告や避
難指示などが出たら避難する、大津波警報が発表されたら避難するなどと行政の発信する情報を重視して判断しようと考え
ている人が約2～3割であった。

• 自分のいた地域の大津波警報を見聞きした人は、約5～7割であった。
• 大津波警報を見聞きした手段としては、テレビが約6割であった。

• 大津波警報を見聞きした手段がテレビの人の比率は、揺れている間に停電した場所では約1割、全く停電しなかった場所で
は約8割であった。

• 当日に避難した人の比率は、大津波警報が午後2時49分に発表された地域では約9割、午後10時53分に発表された地域
では約1割であった。

（呼びかけ）
• 想定浸水区域・実浸水区域で避難の呼びかけを見聞きしなかった人は約4割、それ以外の地域では約6割であった。
• 避難の呼びかけを見聞きしても、本当に津波が来るとは思わなかった人がいる。
その傾向は年齢が上がるほど顕著であり、70歳以上の約4割は呼びかけを聞いても津波は来ないだろうなどと思っていた。

• 避難の呼びかけを市区町村の防災行政無線または市町村等の広報車から見聞きした人で実際に避難した人は約3~4割、
他人からの直接の口伝えを見聞きした人で実際に避難した人は約4~5割であった。

WEBアンケートの結果



WEBアンケート調査のまとめ（3/5）

【③避難場所】
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③
避難場所

Ⅲ.避難行動
（避難場所）
• 最初に高台に避難した人が約4割と最も多く、指定避難場所が2割弱でつづいている。また、最初に高台に避難した人は約4
割、指定避難場所に避難した人は約2割、自宅の2階以上に避難した人は約4%であった。

• 地震の揺れが収まってから約30分間以内に避難が完了した人は、避難した人の約4割であった。
• 避難しようと考えている場所について、約4割の人はその場所の安全性に不安を感じている。

WEBアンケートの結果



WEBアンケート調査のまとめ（4/5）

【④事前準備】
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④
事前準備

Ⅲ.避難行動
（移動手段）
• 東日本大震災における避難時の移動手段として車を利用した人は、約6割であった。

（同行者）
• 避難しようと思ったができなかった人のうち、同居家族の中に70歳以上の方や自力避難困難者がいた人は約7~8%であり、
そうでない人は約5%であった。

Ⅳ-ⅱ.東日本大震災後の意識
（行政への期待）
• 行政に対しては、堤防や高台造成等のハード面での対策以上に、情報の的確な伝達や避難経路整備、訓練等のソフト面で
の対策の充実が求められている。

WEBアンケートの結果



WEBアンケート調査のまとめ（5/5）

【⑤防災教育】
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⑤
防災教育

Ⅰ.地震発生直後の意識・行動
（津波到達）
• 年代が若いほど、地震直後にどうしたらよいかわからないと答える人の比率が高かった。

Ⅱ.避難のきっかけ
（過去の経験等）
• 平成22年チリ地震の際に避難した人は、そうでない人に比べて東日本大震災当日の避難率が高く、その割合は7割強で
あった。

Ⅲ.避難行動
（危険行動）
• 震源域（東北地方）から離れた場所にいたため避難しなかった人は約3割であった。

Ⅳ-ⅰ.東日本大震災前の意識
（事前の備え、避難意識）
• 東日本大震災以前は、半数以上の人は、津波への備えを何もしていなかった。

Ⅳ-ⅱ.東日本大震災後の意識
（事前の備え、避難意識）
• 東日本大震災を受けて、津波の恐ろしさや津波への備えに対する意識が高まっている。

（津波の恐ろしさ、避難意識）
• 地震当日に、津波の恐ろしさ（到達までの時間の短さ、被害範囲の広さ、津波の高さ、複数回の到達）を感じた人が多い。
• 今後、揺れの大きさや揺れ方で判断してすぐに避難すると考えている人は約5割であった。（再掲）

WEBアンケートの結果
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１．WEBアンケート調査の概要・まとめ
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集計対象
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U=50,474

W
（Q, Sを含む）

Q
（Sを含む）

セグメント 回収数 内容

U 50,474 全体

P 4,492 東日本大震災時に大津波警報が発表された地域にいた人のう
ち、震災以前には浸水危険性を認識していなかった人

Q 11,962 東日本大震災時に大津波警報が発表された地域にいた人のう
ち、震災以前から浸水危険性を認識していた人

R 439
東日本大震災時に大津波警報が発表された地域でかつ浸水
想定域または実浸水域にいた人のうち、震災以前には浸水危
険性を認識していなかった人

S 2,725
東日本大震災時に大津波警報が発表された地域でかつ浸水
想定域または実浸水域にいた人のうち、震災以前から浸水危
険性を認識していた人

図 各回収属性の関係表 集計対象となる属性別回収数

集計対象項目 集計対象数

問1～問6 U 50,474

問7～問23
（※）

Q 11,962

S 2,725

問24～問38
（※）

P+Q 16,454

R+S 3,164

R
S

 条件A （右図赤丸に該当＝P+Q）：16,454
 【問1住まい：大津波警報発表の10都道県170市町村内】、【問3通勤・通学先：大津波警報発表の10都道県170市町村内+岩手・宮城・福島の沿岸37市町村内】、

【問5地震発生時刻の所在：大津波警報発表の10都道県170市町村内+岩手・宮城・福島の沿岸37市町村内】の“いずれかの条件（OR条件）”が当てはまること。

 条件B （右図青丸に該当＝W） ：25,811
 【自宅地域に津波浸水の危険性があると認識している（=問2で①②を選択）】、【通勤・通学地域に津波浸水の危険性があると認識している（=問4で①②を選

択）】【地震発生時刻に滞在していた地域に津波浸水の危険性があると認識している（=問6で①②を選択】の“いずれかの条件（OR条件）”が当てはまること。

※各設問のSQ（問14を含む）はN数が異なる。
また問16、問17、問18は「地震発生時にいた場所」でスクリーニングしているため、N数が異なる

大津波警報発表の有無

浸水危険性の認識の有無

浸水想定域・実浸水域か否か

P
（Rを含む）
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segment: Q-S
（N=9,237)

segment: S
（N=2,725)

1.津波が必ず来る 2.津波が来るかもしれない

3.津波は来ないだろう 4.津波のことはほとんど考えなかった

5.覚えていない・わからない

【①避難意識】

地震発生直後に「津波が必ず来る」「津波が来るかもしれない」と思った人は、浸水想定区域・実浸水区域で
5割弱、それ以外の区域で2割強であった。
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【問13】地震の直後に、あなたのいた場所に津波が来ると思いましたか。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【①避難意識】

地震直後に「津波が必ず来る」と思った人は、その他の人に比べて「過去にこの場所まで大きな津波が来た
ことがあるという話」、「津波避難訓練でやったこと」を頭に浮かべていた比率がそれぞれ高い。

一方、地震直後に「津波は来ないだろう」と思った人は、その他の人に比べて、「過去にこの場所までは大き
な津波が来たことがないという話」を頭に浮かべていた比率が高い。
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【問13】 地震の直後に、あなたのいた場所に津波が来ると思いましたか。 ×
【問13-1】そのとき、どのようなことが頭に浮かびましたか。[複数選択可]
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1.津波が必ず来る

（N=158）

2.津波が来るかもしれない

（N=1,126）

3.津波は来ないだろう

（N=631）

1.大きな地震（揺れ）のあとには

津波が来る

2.大きな地震（揺れ）が来ても

必ずしも津波が来るとは限らな

い
3.防潮堤があまり整備されてい

ない

4.防潮堤が整備されている

5.津波避難訓練でやったこと

6.過去にこの場所まで大きな津

波が来たことがあるという話

7.過去にこの場所までは大きな

津波が来たことがないという話

8.平成22年（2010年）2月のチ

リ地震・津波のときのこと

9.津波ハザードマップ

10.その他

11.覚えていない・わからない

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.火の始末をした

2.地震に関する情報を得ようとした

3.津波に関する情報を得ようとした

4.散らばったものなどの後片付けをした

5.海や川の様子を見に行った

6.船の様子を見に行った

7.船を沖出し・陸揚げしようとした

8.海沿い・川沿いに置いてあった

車を安全な場所に移そうとした

9.津波ハザードマップを確認した

10.上記のどれもしなかった

segment: Q
（N=11,962)

segment: S
（N=2,725)

【①避難意識】

地震直後の行動として、地震に関する情報を得ようとした人は約6割、津波に関する情報を得ようとした人は
約2～3割であった。

一方、海や川の様子を見に行った人、船の様子を見に行った人、船を沖出し・陸揚げしようとした人、海沿
い・川沿いに置いてあった車を安全な場所に移そうとした人もいた。
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【問15】あなたは地震の直後に、次のようなことをしましたか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=9,237)

segment: S
（N=2,725)

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

【①避難意識】

地震当日中に避難したのは、浸水想定区域・実浸水区域で約2割、それ以外の区域で1割弱であった。

避難のきっかけとして、「揺れ具合から津波が来ると思った」ことよりも「津波警報を見聞きした」「大津波警
報を見聞きした」ことを挙げた人の方が多かった。

14

【問22】地震当日中に津波から避難しましたか。

22.5 

11.4 

6.7 

19.7 

15.6 

20.7 

13.8 

8.1 

28.2 

33.3 

11.6 

18.7 

5.5 

1.0 

1.8 

5.5 

6.3 

27.4 

14.7 

10.0 

16.4 

18.7 

28.6 

22.0 

10.4 

31.5 

36.5 

13.7 

16.8 

7.5 

1.9 

3.1 

5.6 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.揺れ具合から津波が来ると思った

2.津波が防潮堤を越えるかもしれないと思った

3.過去の大きな地震の際にも大きな津波が来たことを思い出した

4.家族が避難しようと言った

5.周囲にいた人から避難するよう呼びかけられた

6.市区町村や消防、警察の人から避難するよう呼びかけられた

7.職場・学校や、建物の管理者から指示が出た

8.周囲にいた人が避難するのを見た

9.津波警報を見聞きした

10.大津波警報を見聞きした

11.予想される津波の高さが高かった

12.東北地方に津波が到達するのをテレビやラジオなどで見聞きした

13.海や川の水が引くなどの前兆を見た

14.「津波だ」「津波が来た」という声を聞いた

15.迫ってくる津波や土煙、水煙を直接見た

16.その他

17.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=493)
segment: S
（N=518)

【問22-1】あなたが津波から避難したきっかけは何ですか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



6.3 

36.8 

30.3 

20.9 

6.8 

10.8 

4.4 

5.4 

9.3 

11.4 

8.2 

3.9 

6.5 

5.4 

8.6 

43.1 

32.7 

25.5 

8.7 

12.3 

5.0 

7.7 

11.7 

13.7 

6.7 

3.4 

3.6 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.必ず大きな津波が来る

2.大きな津波が来るかもしれない

3.本当に大きな津波が来るか半信半疑だ

4.必ずしも大きな津波が来るとは限らない

5.予想される津波の高さが高いので、堤防を越

えるかもしれない

6.予想される津波の高さであれば、堤防は越え

ないだろう

7.平成22年（2010年）2月のチリ地震の

際も大した津波は来なかった

8.津波が来るまでに時間がない

9.津波が来るまでには余裕がある

10.津波警報が大津波警報に切り替わった

ので、本当に大きな津波が来ると思った

11.津波警報と大津波警報の違いがよく分から

なかった

12.その他

13.何も考えなかった

14.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=2,913)
segment: S
（N=1,485)

【①避難意識】

大津波警報を見聞きして「大きな津波が来るかもしれない」と感じた人は、約4割であった。

一方、大津波警報を見聞きして「本当に大きな津波が来るか半信半疑だ」、「必ずしも大きな津波が来るとは
限らない」、「予想される津波の高さであれば、堤防は越えないだろう」と感じた人もいた。
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【問18-5】あなたは、大津波警報を見聞きして、次のようなことを感じましたか。[複数選
択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【①避難意識】

東日本大震災を受け、約4割以上の人はハザードマップの想定を超えて津波が来ることがある、避難の方

法などを普段からよく考えておく必要がある、家族が一緒に避難できないことも想定しておくべき、大災害の
時は自分の身は自分で守るしかないと感じている。

一方、市区町村などの避難の指示や勧告には従った方がよいと感じた人は約2割であった。
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【問26】東日本大震災を受けて、あなたは次のようなことを感じていますか。[複数選択
可]

42.8 

25.1 

35.0 

34.9 

25.0 

47.1 

21.8 

50.3 

22.7 

35.3 

51.1 

1.1 

10.2 

45.5 

26.8 

36.5 

35.5 

27.7 

47.6 

22.2 

50.2 

24.5 

35.3 

50.7 

1.3 

8.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.ハザードマップの想定を超えて津波が来ることがある

2.過去の地震時の津波の経験は役に立たない

3.防潮堤はたいして役に立たない

4.地域の高台や指定避難場所の中には、津波が来ても安全で

ないところもある

5.揺れたらすぐに避難する必要がある

6.避難の方法などを普段からよく考えておく必要がある

7.市区町村などの避難の指示や勧告には従った方がよい

8.家族が一緒に避難できないことも想定しておくべきである

9.津波避難の場合は家族でもてんでに（各人バラバラに）避難

するべきである

10.津波の避難訓練や教育は重要である

11.大災害の時は自分の身は自分で守るしかない

12.その他

13.あてはまるものはない

segment: (P+Q)-(R+S)
（N=13,290)
segment: R+S
（N=3,164)

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



22.5 

11.4 

6.7 

19.7 

15.6 

20.7 

13.8 

8.1 

28.2 

33.3 

11.6 

18.7 

5.5 

1.0 

1.8 

5.5 

6.3 

27.4 

14.7 

10.0 

16.4 

18.7 

28.6 

22.0 

10.4 

31.5 

36.5 

13.7 

16.8 

7.5 

1.9 

3.1 

5.6 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.揺れ具合から津波が来ると思った

2.津波が防潮堤を越えるかもしれないと思った

3.過去の大きな地震の際にも大きな津波が来たことを思い出した

4.家族が避難しようと言った

5.周囲にいた人から避難するよう呼びかけられた

6.市区町村や消防、警察の人から避難するよう呼びかけられた

7.職場・学校や、建物の管理者から指示が出た

8.周囲にいた人が避難するのを見た

9.津波警報を見聞きした

10.大津波警報を見聞きした

11.予想される津波の高さが高かった

12.東北地方に津波が到達するのをテレビやラジオなどで見聞きした

13.海や川の水が引くなどの前兆を見た

14.「津波だ」「津波が来た」という声を聞いた

15.迫ってくる津波や土煙、水煙を直接見た

16.その他

17.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=493)
segment: S
（N=518)

【②情報伝達】

避難した人のうち、津波警報・大津波警報の見聞きがきっかけで避難した人は約3～4割であった。
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【問22-1】あなたが津波から避難したきっかけは何ですか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



46.9 

24.7 

27.8 

17.9 

31.7 

14.3 

13.2 

15.4 

11.7 

1.5 

8.0 

4.2 

1.6 

13.5 

52.5 

26.3 

31.0 

21.5 

30.5 

14.9 

14.8 

13.8 

11.1 

1.3 

8.1 

4.5 

1.5 

10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.揺れの大きさや揺れ方で判断してすぐに避難する

2.津波警報が発表されたら避難する

3.大津波警報が発表されたら避難する

4.予想される津波の高さが高かったら避難する

5.市区町村の避難勧告や避難指示などが出たら避難する

6.家族が避難しようと言ったら避難する

7.海や川の水が大きく引くなどの前兆を見たら避難する

8.そのとき周囲にいる人から呼びかけがあったら避難する

9.そのとき周囲にいる人が避難したら避難する

10.誰かが連れて行ってくれるなら避難する

11.家族などの安否が確認できたら避難する

12.自力での歩行が困難な家族などの安全が確認できたら避難する

13.その他

14.避難はしない

segment: (P+Q)-(R+S)
（N=13,290)
segment: R+S
（N=3,164)

【②情報伝達】

今後、揺れの大きさや揺れ方で判断してすぐに避難すると考えている人は約5割であった。

また、市区町村の避難勧告や避難指示などが出たら避難する、大津波警報が発表されたら避難するなどと
行政の発信する情報を重視して判断しようと考えている人が約2～3割であった。
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【問28】 今後、「ご自宅のある地域」で大きな地震が起きた場合、
どのような状況であればあなたは津波から避難すると思いますか。[複数選
択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



47.6 

53.8 

30.8 

28.3 

21.6 

17.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=292)

segment: S
（N=247)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

38.4 

51.3 

39.8 

26.9 

21.8 

21.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=4,664)

segment: S
（N=1,559)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

64.0 

71.2 

22.0 

15.5 

14.0 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=1,031)

segment: S
（N=466)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

31.3 

48.1 

50.8 

34.7 

17.8 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=986)

segment: S
（N=430)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

37.5 

60.9 

50.0 

17.4 

12.5 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=40)

segment: S
（N=23)

1.見聞きした 2.見聞きしなかった 3.覚えていない・わからない

【②情報伝達】

自分のいた地域の大津波警報を見聞きした人は、約5～7割であった。
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【問18】 あなたがいた場所では大津波警報が発表されました（津波警報からの切替含む）。
津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたがいた場所についての大津波警報を見聞きしましたか。

午後2時49分発表地域 午後3時14分発表地域 午後3時30分発表地域

午後4時8分発表地域 午後10時53分発表地域

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



25.7 

7.7 

69.2 

12.2 

4.8 

5.1 

9.0 

2.4 

0.7 

0.5 

4.3 

0.2 

1.8 

1.6 

3.6 

1.2 

0.6 

40.5 

14.9 

64.0 

11.6 

4.4 

6.7 

8.8 

1.8 

0.7 

0.4 

4.2 

0.2 

1.6 

2.4 

5.3 

2.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.市区町村の防災行政無線（屋外拡声機や戸別受信機）

2.市区町村・警察・消防の人や広報車

3.テレビ

4.ラジオ

5.カーテレビ、カーラジオ、カーナビ

6.ワンセグ放送

7.ウェブサイト（パソコンから閲覧）

8.ウェブサイト（携帯電話などから閲覧）

9.Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア …

10.Twitter、Facebookなどのソーシャルメディア …

11.携帯電話（通話、メール）

12.固定電話

13.家族から直接の口伝え

14.知人・友人から直接の口伝え

15.そのとき周囲にいた人から直接の口伝え

16.施設等の館内放送

17.その他

segment: Q-S
（N=2,913)
segment: S
（N=1,485)
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【問18-3】あなたは、大津波警報をどこから見聞きしましたか。[複数選択可]

大津波警報を見聞きした手段としては、テレビが約6割であった。

【②情報伝達】

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



大津波警報を見聞きした手段がテレビの人の比率は、揺れている間に停電した場所では約1割、全く停電し
なかった場所では約8割であった。
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【問12】地震が発生した日、あなたがいた場所では停電しましたか。 × 【問18-3】あなたは、大津波警報をどこから見聞きしましたか。[複数選択可]

54.3 

60.3 

41.7 

25.0 

22.8 

22.2 

25.0 

12.5 

13.6 

14.3 

33.3 

50.0 

23.5 

22.2 

29.2 

12.5 

13.6 

4.8 

8.3 

0.0 

17.9 

6.3 

4.2 

12.5 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

4.9 

3.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

1.6 

0.0 

0.0 

3.1 

6.3 

4.2 

25.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

1.6 

0.0 

12.5 

4.9 

4.8 

4.2 

12.5 

13.0 

11.1 

8.3 

12.5 

2.5 

4.8 

0.0 

0.0 

0.6 

1.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

1.揺れている間に停電した

（N=162）

2.揺れが収まって、すぐに停電し

た

（N=63）

3.地震後、約30分以内に停電した

（N=24）

4.地震後、約1時間以内に停電し

た

（N=8）

1.市区町村の防災行政無線（屋外拡声機

や戸別受信機）

2.市区町村・警察・消防の人や広報車

3.テレビ

4.ラジオ

5.カーテレビ、カーラジオ、カーナビ

6.ワンセグ放送

7.ウェブサイト（パソコンから閲覧）

8.ウェブサイト（携帯電話などから閲覧）

9.Twitter、Facebookなどのソーシャルメ

ディア（パソコンから閲覧）

10.Twitter、Facebookなどのソーシャル

メディア（携帯電話などから閲覧）

11.携帯電話（通話、メール）

12.固定電話

13.家族から直接の口伝え

14.知人・友人から直接の口伝え

15.そのとき周囲にいた人から直接の口

伝え

16.施設等の館内放送

17.その他

42.9 

37.0 

54.0 

19.0 

12.9 

20.0 

52.4 

75.3 

52.0 

23.8 

8.6 

16.0 

9.5 

2.9 

6.0 

4.8 

5.2 

8.0 

23.8 

10.5 

4.0 

0.0 

1.4 

0.0 

4.8 

0.8 

2.0 

0.0 

0.2 

0.0 

4.8 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

1.6 

2.0 

4.8 

1.9 

0.0 

14.3 

3.7 

4.0 

9.5 

2.9 

0.0 

0.0 

1.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

5.地震後、1時間以上経ってから

停電した

（N=21）

6.停電しなかった

（N=1,157）

7.覚えていない・わからない

（N=50）

1.市区町村の防災行政無線（屋外拡声機

や戸別受信機）

2.市区町村・警察・消防の人や広報車

3.テレビ

4.ラジオ

5.カーテレビ、カーラジオ、カーナビ

6.ワンセグ放送

7.ウェブサイト（パソコンから閲覧）

8.ウェブサイト（携帯電話などから閲覧）

9.Twitter、Facebookなどのソーシャルメ

ディア（パソコンから閲覧）

10.Twitter、Facebookなどのソーシャル

メディア（携帯電話などから閲覧）

11.携帯電話（通話、メール）

12.固定電話

13.家族から直接の口伝え

14.知人・友人から直接の口伝え

15.そのとき周囲にいた人から直接の口

伝え

16.施設等の館内放送

17.その他

【②情報伝達】

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



当日に避難した人の比率は、大津波警報が午後2時49分に発表された地域では約9割、午後10時53分に
発表された地域では約1割であった。
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【問22】あなたは地震当日中に津波から避難しましたか。 （【問18】あなたのいた場所について大津波警報を見聞きしましたか。で「見聞きしたと回答した人対象」）

85.7 0.0 14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.見聞きした

（N=14）

午後2時49分発表地域 午後3時14分発表地域 午後3時30分発表地域

午後4時8分発表地域 午後10時53分発表地域

47.8 8.2 44.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.見聞きした

（N=207）
31.0 9.9 59.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.見聞きした

（N=332）

18.0 7.0 75.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.見聞きした

（N=799） 10.5 4.5 85.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.見聞きした

（N=133）

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

【②情報伝達】

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



12.3 

5.2 

5.1 

0.6 

2.1 

2.3 

4.2 

3.0 

2.0 

56.7 

15.7 

28.0 

14.1 

4.9 

0.4 

3.0 

3.7 

7.2 

2.9 

2.7 

36.6 

15.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.市区町村の防災行政無線（屋外拡声機や

戸別受信機）から見聞きした

2.市区町村・警察・消防の人や広報車から見聞きした

3.携帯電話（通話、メール）から見聞きした

4.固定電話から聞いた

5.家族から直接の口伝えによって見聞きした

6.知人・友人から直接の口伝えによって見聞きした

7.そのとき周囲にいた人から直接の口伝えによって見聞

きした

8.施設等の館内放送から見聞きした

9.その他

10.見聞きしなかった

11.覚えていない・わからない

segment: Q-S
（N=9,237)
segment: S
（N=2,725)

【②情報伝達】

想定浸水区域・実浸水区域で避難の呼びかけを見聞きしなかった人は約4割、それ以外の地域では約6割
であった。
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【問19】 地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは「市区町村」も

しくは「そのとき周囲にいた人」などからの避難の呼びかけを見聞きしました
か 。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【②情報伝達】

避難の呼びかけを見聞きしても、本当に津波が来るとは思わなかった人がいる。
その傾向は年齢が上がるほど顕著であり、70歳以上の約4割は呼びかけを聞いても津波は来ないだろうな
どと思っていた。

24

【問19-1】あなたは避難の呼びかけを見聞きして、あなたのいた場所に津波が来ると思
いましたか。

9.1 

15.0 

10.6 

10.3 

9.7 

11.9 

20.0 

72.7 

61.0 

60.3 

56.5 

53.7 

48.9 

40.0 

18.2 

22.0 

21.5 

25.1 

32.7 

34.1 

33.3 

0.0 

2.0 

7.3 

7.2 

3.5 

4.4 

6.7 

0.0 

0.0 

0.3 

0.9 

0.4 

0.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.10歳代

（N=11）

2.20歳代

（N=100）

3.30歳代

（N=330）

4.40歳代

（N=446）

5.50歳代

（N=257）

6.60歳代

（N=135）

7.70歳以上

（N=30）

1.津波が必ず来る 2.津波が来るかもしれない 3.津波は来ないだろう 4.津波のことはほとんど考えなかった 5.覚えていない・わからない

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



避難の呼びかけを市区町村の防災行政無線または市町村等の広報車から見聞きした人で実際に避難した
人は約3~4割、他人からの直接の口伝えを見聞きした人で実際に避難した人は約4~5割であった。
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29.7 

39.6 

24.6 

58.3 

40.2 

45.1 

45.9 

36.3 

38.4 

7.3 

11.5 

8.3 

11.2 

9.0 

8.3 

8.5 

7.8 

7.7 

8.8 

6.8 

2.4 

4.3 

62.1 

49.2 

66.4 

33.3 

51.2 

47.1 

46.4 

55.0 

54.8 

90.3 

84.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.市区町村の防災行政無線（屋外拡声機や

戸別受信機）から見聞きした（N=762）

2.市区町村・警察・消防の人や広報車から見聞きした

（N=384）

3.携帯電話（通話、メール）から見聞きした

（N=134）

4.固定電話から聞いた

（N=12）

5.家族から直接の口伝えによって見聞きした

（N=82）

6.知人・友人から直接の口伝えによって見聞きした

（N=102）

7.そのとき周囲にいた人から直接の口伝えによって見聞きした

（N=196）

8.施設等の館内放送から見聞きした

（N=80）

9.その他

（N=73）

10.見聞きしなかった

（N=998）

11.覚えていない・わからない

（N=418）

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

【問19】 地震が起きてから津波が押し寄せてくるまでの間に、あなたは「市区町村」もし
くは「そのとき周囲にいた人」などからの避難の呼びかけを見聞きしましたか 。[複数選
択可] ×
【問22】 あなたは地震当日中に津波から避難しましたか。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【②情報伝達】



最初に高台に避難した人は約4割、指定避難場所に避難した人は約2割。

また、自宅の2階以上に避難した人は約4%であった。
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【問22-1-3】津波から逃れるために、あなたは最初にどこへ避難しましたか。

4.4 

4.4 

1.4 

1.0 

16.9 

18.9 

2.7 

2.5 

33.7 

36.9 

12.7 

10.8 

5.1 

4.8 

17.5 

17.2 

5.6 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q
（N=1,011)

segment: S
（N=518)

1.自宅の2階以上 2.自宅のあるマンション・アパートの上層階
3.市区町村が指定した避難場所（公民館や学校など） 4.市区町村が指定した避難場所（津波避難ビル）
5.高台 6.親戚・知人宅
7.市区町村に指定されていない近くの高い建物 8.その他
9.覚えていない・わからない

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【③避難場所】



5.9 

7.7 

13.2 

14.3 

18.9 

23.4 

5.3 

6.6 

13.4 

12.9 

13.8 

11.4 

8.3 

6.9 

10.1 

5.4 

11.2 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: Q-S
（N=493)

segment: S
（N=518)

1.おおよそ5分後 2.おおよそ15分後（午後3時ごろ）
3.おおよそ30分後 4.おおよそ45分後
5.おおよそ1時間後 6.午後4時台
7.午後5時台 8.午後6時以降
9.覚えていない・わからない

地震の揺れが収まってから約30分間以内に避難が完了した人は、避難した人の約4割であった。
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【問22-1-4】 あなたが最初に避難した場所についたのは、地震の揺れが収まってか
らどれくらい後ですか。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【③避難場所】



55.0 

55.3 

31.4 

33.5 

3.9 

4.6 

9.6 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

segment: 
(P+Q)-(R+S)
（N=10,313)

segment: R+S
（N=2,596)

1.安全だろうと思う 2.安全ではないかもしれないと思う 3.危険だと思う 4.わからない

【③避難場所】

避難しようと考えている場所について、約4割の人はその場所の安全性に不安を感じている。
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【問29-2】あなたが避難しようと考えている場所は、大きな津波に襲われたときでも安全
だと思いますか。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



33.7 

0.2 

3.6 

1.5 

60.7 

0.6 

1.8 

33.6 

0.4 

2.7 

2.3 

60.8 

1.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.徒歩

2.おぶってもらった

3.自転車

4.バイク

5.車

6.最初は車だったが途中で

車を降りて避難した

7.その他

segment: Q
（N=1,011)
segment: S
（N=518)

【④事前準備】

東日本大震災における避難時の移動手段として車を利用した人は、約6割であった。
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【問22-1-1】地震が発生したときにいた場所から最初に避難した場所まで、
あなたはどのように避難しましたか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【④事前準備】

避難しようと思ったができなかった人のうち、同居家族の中に70歳以上の方や自力避難困難者がいた人は
約7~8%であり、そうでない人は約5%であった。
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【問37】 東日本大震災が発生した当時、同居しているご家族の中に、
一人で避難することが困難な方はいましたか。 ×

【問22】 あなたは地震当日中に津波から避難しましたか。

17.4 

20.1 

7.1 

5.0 

75.4 

74.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.いる

（N=672）

2.いない

（N=1,676）

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

18.9 

19.3 

8.6 

5.0 

72.5 

75.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.いる

（N=477）

2.いない

（N=1,961）

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

【問36】 東日本大震災が発生した当時、同居しているご家族の中に、
70歳以上の方はいましたか。 ×

【問22】 あなたは地震当日中に津波から避難しましたか。

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



【④事前準備】

行政に対しては、堤防や高台造成等のハード面での対策以上に、
情報の的確な伝達や避難経路整備、訓練等のソフト面での対策の充実が求められている。
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【問30】 東日本大震災を経て、今後津波の被害をなくすために行政に期待することは何ですか。[複数選択可]

59.7 

52.6 

28.8 

47.6 

32.8 

25.7 

16.1 

7.8 

11.6 

22.6 

26.0 

31.5 

36.0 

2.0 

9.8 

59.6 

52.2 

29.4 

48.4 

33.4 

26.5 

16.5 

7.1 

11.1 

22.5 

25.9 

29.6 

35.3 

2.1 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.津波警報や津波の高さなどの情報をもっと

早く、正確に、分かりやすく提供すること

2.停電時でも警報や情報を確実に伝えるようにすること

3.標高を示す標識・標示をまちなかに整備すること

4.短時間で安全に避難できる場所を整備すること

5.迅速に避難するための避難路・避難階段を整備すること

6.防潮堤や河川堤防などの施設を整備すること

7.海岸近くの道路に盛土をして、高くすること

（道路に堤防の役割も持たせる）

8.盛土をして宅地を高くすること

9.高台にまち（住宅地）を移すこと

10.誰でも参加できる実践的な避難訓練を実施すること

11.津波防災教育を充実すること

12.津波ハザードマップを工夫・改善すること

13.東日本大震災の記録を後世にしっかり伝えること

14.その他

15.特にない

segment: P+Q
（N=16,454)

segment: R+S
（N=3,164)

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



年代が若いほど、地震直後にどうしたらよいかわからないと答える人の比率が高かった。
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【問11】あなたは地震で揺れている間やその直後に、次のようなことを感じましたか。[複数選択可]

61.3 

48.4 

51.7 

52.6 

16.1 

6.7 

3.6 

4.4 

80.6 

57.3 

61.7 

62.8 

0.0 

0.0 

0.7 

0.7 

9.7 

7.6 

7.8 

5.2 

25.8 

24.9 

32.8 

30.0 

16.1 

16.4 

15.4 

17.1 

0.0 

3.6 

3.6 

5.6 

9.7 

14.2 

18.6 

18.9 

3.2 

4.4 

8.4 

7.7 

0.0 

8.4 

8.7 

9.3 

41.9 

16.4 

10.3 

7.7 

3.2 

2.7 

2.6 

4.3 

6.5 

5.3 

3.3 

4.3 

3.2 

21.8 

22.4 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.10歳代

（N=31）

2.20歳代

（N=225）

3.30歳代

（N=689）

4.40歳代

（N=922）

1.揺れが強かった

2.揺れが弱かった

3.揺れが長く続いた

4.揺れが短かった

5.死ぬかと思った

6.同居している家族が心配だ

7.離れて暮らしている親や子供

が心配だ

8.同僚・顧客などが心配だ

9.自宅に被害が出ているかもし

れない

10.職場に被害が出ているかも

しれない

11.仕事を続けるかどうか迷った

12.どうしていいかわからなかっ

た

13.特に地震への対応は必要な

いと思った

14.その他

15.地震の揺れを感じなかった

50.7 

57.3 

63.6 

2.8 

7.1 

3.6 

53.5 

58.1 

43.6 

1.1 

0.4 

0.0 

3.9 

3.0 

1.8 

25.6 

22.1 

21.8 

16.8 

19.5 

23.6 

4.1 

4.1 

0.0 

18.1 

21.7 

16.4 

6.5 

8.6 

1.8 

7.3 

4.1 

1.8 

5.4 

6.7 

3.6 

5.0 

6.4 

10.9 

4.9 

4.1 

9.1 

25.9 

16.5 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.50歳代

（N=536）

6.60歳代

（N=267）

7.70歳以上

（N=55）

1.揺れが強かった

2.揺れが弱かった

3.揺れが長く続いた

4.揺れが短かった

5.死ぬかと思った

6.同居している家族が心配だ

7.離れて暮らしている親や子供

が心配だ

8.同僚・顧客などが心配だ

9.自宅に被害が出ているかもし

れない

10.職場に被害が出ているかも

しれない

11.仕事を続けるかどうか迷った

12.どうしていいかわからなかっ

た

13.特に地震への対応は必要な

いと思った

14.その他

15.地震の揺れを感じなかった

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【⑤防災教育】



【⑤防災教育】

平成22年チリ地震の際に避難した人は、そうでない人に比べて東日本大震災当日の避難率が高く、その割
合は7割強であった。
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【問23】 平成22年（2010年）2月のチリ地震津波のとき、太平洋沿岸部を中心として広
い範囲に津波警報が発表されました。そのときあなたは避難しましたか。
×
【問22】 あなたは地震当日中に津波から避難しましたか。

74.1 

27.2 

18.3 

14.9 

16.5 

5.9 

12.0 

7.6 

3.6 

5.4 

20.0 

60.8 

74.0 

81.4 

78.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.避難した

（N=85）

2.津波が来る恐れのある場所にいたが

避難はせず、テレビ・ラジオやインター

ネットなどで津波の情報を見聞きしていた
（N=283）

3.津波が来る恐れのある場所にいたが

避難せず、普段と同じように過ごした

（N=393）

4.安全な場所にいたので避難しなかった

（N=1,151）

5.覚えていない・わからない

（N=813）

1.避難した 2.避難しようと思ったが、できなかった 3.避難しなかった

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

問22の回答

問
23
の
回
答



震源域（東北地方）から離れた場所にいたため避難しなかった人は約3割であった。
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【問22-3】あなたが避難しなかった理由は何ですか。[複数選択可]

21.7 

24.5 

17.5 

32.2 

9.0 

1.9 

1.5 

6.2 

12.7 

9.8 

11.2 

8.0 

5.4 

9.2 

6.3 

2.6 

5.4 

7.8 

17.4 

23.3 

18.8 

30.7 

9.6 

2.4 

2.0 

5.7 

10.3 

8.3 

11.5 

6.4 

6.9 

13.4 

9.7 

3.2 

7.5 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40%

1.そのとき標高の高い場所や海・川から離れた場所な …

2.揺れ具合からこの地域には津波が来ないと思った

3.この地域には防潮堤を越えるような大きな津波は来…

4.震源域（東北地方）から離れた場所にいた

5.過去の地震でも大きな津波が来なかった

6.家族が避難しなくていいと言った

7.そのとき周囲にいた人たちが避難しなくていいと言った

8.そのとき周囲にいた人から避難の呼びかけを聞かな…

9.市区町村からの避難の呼びかけを聞かなかった

10.職場・学校や、建物の管理者から指示が出なかった

11.そのとき周囲にいた人が避難していなかった

12.大津波警報が発表されたのを知らなかった

13.今まで津波警報や大津波警報が出ても大した津波…

14.予想される津波の高さが低かった

15.到達した津波の高さが低かった

16.海や川の水が引くなどの前兆を見なかった

17.その他

18.覚えていない・わからない

segment: Q
（N=10,464)
segment: S
（N=2,052)

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【⑤防災教育】



8.3 

12.7 

8.1 

5.6 

2.1 

1.0 

7.3 

7.1 

2.7 

21.6 

17.3 

0.7 

57.5 

11.9 

14.9 

8.5 

6.2 

4.9 

1.1 

9.2 

9.3 

3.7 

20.9 

19.3 

0.6 

53.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めていた

2.避難場所や経路について家族で決めていた

3.安否確認のための連絡手段について家族で

話し合っていた、または決めていた

4.何かあったらてんでに（各人バラバラに）

避難することを家族で決めていた

5.津波避難訓練に参加していた

6.避難が難しい人の誘導について地域で話し合っていた

7.避難場所・避難経路を確認していた

8.津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認していた

9.津波ハザードマップで勤め先の津波危険を確認していた

10.食料や飲料水を備蓄していた

11.非常持ち出し品を準備していた

12.その他

13.何もしていなかった

segment: (P+Q)-(R+S)
（N=13,290)
segment: R+S
（N=3,164)

半数以上の人は、東日本大震災以前に津波への備えを何もしていなかった。
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【問24】 東日本大震災『以前』に、あなたは津波への備えとしてどのようなことをしてい
ましたか。[複数選択可]

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【⑤防災教育】



【⑤防災教育】

地震当日に、津波の恐ろしさ（到達までの時間の短さ、被害範囲の広さ、津波の高さ、複数回の到達）を
感じた人が多い。
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【問21】 地震当日にテレビやラジオ、インターネットなどで東日本大震災について見聞
きして、あなたは次のようなことを感じましたか。[複数選択可]

34.2 

25.6 

21.3 

34.8 

38.7 

37.1 

48.7 

34.4 

23.8 

33.3 

3.3 

6.3 

26.5 

35.3 

20.8 

33.3 

37.9 

34.7 

45.0 

36.1 

23.1 

32.3 

3.2 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.津波が来ているのは遠方なので、自分のいる場所には津

波は来ない

2.他の地域に津波が来ているので、自分の

いる場所にも津波が来るかもしれない

3.地震発生から津波到達までの時間が想像以上に短い

4.津波の速度は想像以上に速い

5.津波が到達する範囲は想像以上に広い

6.津波が到達する高さは想像以上に高い

7.津波の威力は想像以上に強い

8.津波は１度だけでなく何度も押し寄せる

9.津波が襲い続ける時間は想像以上に長い

10.津波は沿岸部から想像以上に奥まで川をさかのぼる

11.その他

12.地震当日にテレビやラジオ、インターネットで

東日本大震災についての情報を見聞きしなかった

segment: Q
（N=11,962)

segment: S
（N=2,725)

Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験



東日本大震災を受けて、津波の恐ろしさや津波への備えに対する意識が高まっている。

9.0 

13.1 

8.2 

5.8 

2.6 

1.0 

7.6 

7.5 

2.9 

21.4 

17.7 

0.7 

56.7 

11.9 

14.9 

8.5 

6.2 

4.9 

1.1 

9.2 

9.3 

3.7 

20.9 

19.3 

0.6 

53.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めて

いた

2.避難場所や経路について家族で決めていた

3.安否確認のための連絡手段について家族で

話し合っていた、または決めていた

4.何かあったらてんでに（各人バラバラに）

避難することを家族で決めていた

5.津波避難訓練に参加していた

6.避難が難しい人の誘導について地域で話し合っ

ていた

7.避難場所・避難経路を確認していた

8.津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認し

ていた

9.津波ハザードマップで勤め先の津波危険を確認

していた

10.食料や飲料水を備蓄していた

11.非常持ち出し品を準備していた

12.その他

13.何もしていなかった

segment: P+Q
（N=16,454)
segment: R+S
（N=3,164)

【問24】 東日本大震災『以前』に、あなたは津波への備えとしてどのようなことをしてい
ましたか。[複数選択可]

【問25】 東日本大震災が発生してから今日までの間に、
あなたは今後の津波への備えとしてどのようなことをしていますか。[複数選
択可]

20.0 

23.6 

15.8 

11.0 

4.9 

1.9 

17.7 

21.8 

9.5 

37.8 

30.8 

1.1 

30.4 

25.3 

27.4 

17.0 

13.7 

8.5 

2.1 

20.2 

23.1 

10.6 

37.4 

32.2 

1.1 

26.8 

0% 10% 20% 30% 40%

1.大きな揺れが起きたらすぐに避難すると決めた

2.避難場所や経路について家族で決めた

3.安否確認のための連絡手段について家族で決

めた

4.何かあったらてんでに（各人バラバラに）避難す

ることを家族で決めた

5.津波避難訓練に参加した

6.避難が難しい人の誘導について地域で話し合っ

た

7.避難場所・避難経路を確認した

8.津波ハザードマップで自宅の津波危険を確認し

た

9.津波ハザードマップで勤め先の津波危険を確認

した

10.食料や飲料水を備蓄した

11.非常持ち出し品を準備した

12.その他

13.何もしていない

segment: P+Q
（N=16,454)
segment: R+S
（N=3,164)
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Ⅳ.
東日本大震災
前後の意識
事前の備え
行政への期待
津波の恐ろしさ
避難意識

Ⅲ.
避難行動

避難場所
危険行動
移動手段
同行者

Ⅰ.
地震発生直後
の意識・行動

津波到達
危険行動

Ⅱ.
避難のきっかけ

自発的避難
大津波警報
呼びかけ
過去の経験

【⑤防災教育】


